























































































Iron　Prince 6％ KoolyanobbingW－A． 3％
Mt．Go1dsworthyW．A． 13％ KoolanookaW．A． 3％
Frances　CreekN．T． 1－5％
Mt．WhalebackW－A． 13％ Mt．Bmdy N．T． O－5％
うまでもない。歴史的に見るならば，製鉄所の立地は石炭あるいは鉄鉱石の産
地に牽引されてきたのであるが，近年の傾向としては大量輸送手段の発達や製
鉄技術の発達によって原料産地を離れて，市場に近い臨海型立地が最も有利な
ものと考えられるに至った。
　このような視点からオーストラリアの鉄鋼業の立地を見ると，上述のような
立地形態の他に鉄鉱石採掘権のleaSeを手段として，西オーストラリア州政府
と南オーストラリア州政府が製鉄所を自州内に建設させることに成功した興味
ある事例が見られる。これについては後にふれたい。
　鉄鉱石産地が人口密集地帯から遠く離れて存在しているということは・この
国のような乾操した人口稀薄な国では，とりもなおさず半砂漢の原野（Outback）
にあることを意味している。これは砂漢の中に新しい鉱山町を建設する必要が
ある。アウトバヅクには鉄鉱石の他に，銅鉱や亜鉛鉱，ニッケル鉱を採掘する
ための幾つかの鉄山町があり，都市的オーストラリアとはまた別の経済景観を
なしている。鉄鉱石採掘の一例として昨年筆者の訪ずれたM仁Newmanにつ
いて述べたい。これは1970年現在の生産高では世界第7位であるが，近い将来
一山当りの出荷額で世界最大規模になると言われて居り，しかもその埋蔵量は
10億トンという巨大なものである。
注（1）Bureau　o｛Mmeral　Resources，“Austra11an　Mmera1Industry1969Rev1ew，”
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　1970，p．142．
（2）拙稿「オーストラリアの経済とその地理的背景」早稲田商学228号昭和47年3月o
2．　Mt．Newman　project
　マウソト・ニューマソ・ジョイ1■ト・ベソチャーMt．Newman　Joint　Ven－
tureは，西オーストラリア州ピルバラPilbara地域の鉄鉱石の採掘を目的と
したオーストラリア，アメリカ，イギリス，日本の5つの企業からなる合併企
業である。この合併企業が注目されているのは次のような理由による。すなわ
ち，これはオーストラリア最大の鉱山開発の一つであり，株式の60％がオース
トラリア側の所有であって，しかも完全にオーストラリア人によって経営され
ているのが特色である。すなわち，その活動は，この国唯一の鉄鋼会杜である
B．H．P．の子会杜（subsidiary）であるマウソト・ニューマソ鉱山会杜Mt．
Newman　Mining　Co．Pty．Limitedによって行なわれている。日本側から見
てもこのジョイソト・ベンチャーへの参加は，近年急激に発展してきた日本の
鉄鋼業へ安定的に鉄鋼原料を供給することを目的とし，従来の他国資源の買鉱
　　　　　　　第1図　Mt．Newmanの鉄鉱石の開発輸入の模式図
　　　　（日本側）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mt．Newman鉱山会社
　　　　　　　　　　　　　投　融　資　　　　　　　A　　　　　　　　　　　　　　開　発　　　　商杜　　　　　　会社1一’一｛開発
　　　　　　　B
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　投融資
　　　　　　　　　　　　引
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方式から開発の利益の配げ前にも預かる開発輸入方式への転換を意味するもの
であって，その成果が注目されている。その開発の形態を模式図で示せば前頁
のようである。
　Mt．Newman鉱山会杜は，1967年1月1日よりオパルミアOPtha1mia山
脈の東端部の表土を取り除く作業を開始し，1969年1月より生産が開始され，
同年4月に公式に出荷が始まった。
　この地域に10億トン以上といわれる豊富な鉄鉱石資源があることは，1957年
になってやっと発見されたのである。今目から考えると信じられないような事
実であるが，1950年代頃までは，オーストラリアは鉄鉱石資源が不足していた
ので，連邦政府は1938年より鉄鉱石の輸出禁止の措置をとり続け，全国各地
で豊富な鉄鉱石資源の埋蔵が確認された後の1960年になってやっとこの輸出禁
止の法苓を廃止したのであった。オーストラリア国内での鉄鉱石の需要は限ら
れたものであるので，この法令の廃止なくしては，この地域の雇夫な鉄鉱石資
源も殆どその経済的価値を有しなかったであろう。そしてこれ以降オーストラ
リアは世界の主要鉄鉱石輸出国となったのである。
　この会杜の生産量は，当初は年産500万トンの規模で開始され，初年度の実
績は645・7万トソであった。その後計画はさらに拡大し，二年度は1，300万ト
ソの生産を達成し，三年度の目標2，050万トソ，1973年3月までに年産3，000
万トソを目標としている。このようにこの開発計画は非常に巨大なものであり，
無人の荒野に新しい鉱山町を建設し，また鉱山より海岸まで新たに鉄道を敷設
し，かつ15万トソ級の船が入港できる港湾設備と荷役設備を有する港を建設す
るという夫掛りなものである。以下この開発計画について略述してみたい。
　M仁Newman　Projectの最初の資本投下は2億A＄を要した。このように
巨額の資本投下を必要としたため，その原資をオーストラリア国内だけに求め
ることは容易ではなく，先述のようにアメリカ，イギリス，日本の企業の資本
参加を必要とした。Mt．Newman　Joint　Ventureに資本参加しているのは，
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次のような企業である。
　　　　　　　第2表Mt．NewmanJointVentureの参加企業
親企業名 参加子会杜名 持株比率
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　％American　Metal　Climax　Inc．　　AMAX　IRON　ORE　CORPORATION　25
　　　　　　　　　（アメリカ）
The　Broken　Hi1l　Proprietary　Co．　DAMPIER　MINING　C0．LTD．　　　　30
　Ltd．　　　　（オーストラリア）
The　Colonial　S1ユgar　Refining　Co．　PILBARA　IRON　LTD．　　　　　　　　　30
　Ltd、　　　　　（オーストラリア）
SelectionTmstLtd。　（イギリス）　SELTRUSTIRONORELTD．　　　　5
MITUI　and　Co．Ltd．C．ITOH　and　Co．Ltd．　（日本）MITUI－C－ITOH　IRON　PTY・LTD・＊　10
＊出資比率MITUI70％，C．IT0H30％
　第2表のようにオーストラリア側からは，この国最大の民間企業でありかつ
唯一の鉄鋼メーカーであるB・H・P・と，同じくこの国の巨大企業の一つであ
る精糖メーカーのCo10nia1Sugarが資本参加し，両者で資本の60劣を占め
ている。それにアメリカの巨大な軽金属・貴金属・稀有金属会杜であるAMAX
と，イギリスの大鉱山投資機関であるSelection　Trustと，日本の有力な貿
易商杜である三井物産と伊藤忠商事が資本参加している。鉄鉱石の採掘作業は
B．H．P．の予会杜であるM七Newman　Mining　Co．が担当している。
　鉱山のあるMt　Whalebackは全山すべてが良質の赤鉄鉱Hematiteから
なると言っても過言ではない。確認埋蔵量（鉄分64劣）6億8，500万トソ，推
定埋蔵量10億トンとも20億トソとも言われており，世界最大級のヘマタイト
の単一鉱床であり，現在この附近にこれ以外に幾つかの鉱床の存在が確認され，
それらの埋蔵量の総計はM仁Wha1ebackを上廻ると推定されている。
　このようにこの地域の鉄鉱石埋蔵量は歴大なものであるので，採掘は火薬を
用いて階段状に露天掘で行なわれており，採掘された鉄鉱石は24台の120トソ
積のトラックと25台の75トソ積のトラックでクラッシング・ポイ＝■トまで運ば
れ，10c腕以上の大きさに砕かれ，ベルト・コ：■ベヤー（4，000トソ／時）によっ
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て貯蔵所に積み上げられる。貨車への積込みは自動的に一度に貨車10台に100
トソずつ積込まれ，1％時間で150台の貨車全部に総計15，OOOト：■の鉄鉱石が
積込まれる。そして鉱山から港のあるポート・ヘッドラソドPort　Hedlandま
で約9時間をかけて265マイルの鉄道で送られる。この鉄道は1969年1月に完
成した標準軌道の鉄道で，重量物運搬用に非常に重いレールを用いている。こ
の鉄道の建設には6万2，000トンのレールと，87万本の西オーストラリア州の
jarrahが枕木として，また80万立方ヤードの良質の花闇岩がバラスとして用
いられた。そして現在西オーストラリア州最大の輸送量のある路線となってい
る。
　　　　第2図　西オーストラリア州Pilbara地域におげる鉄鉱石開発
広、　　　　　　　　　　　　　　　　PORT　HEDL州1〕　　　　　　　X
　　　　　　　　　　　ら　　　　　　　　　　○　む　　　　　　　　　一〇　　CapeLl㎞ert　　　ク　D㎜・ie「㌔
　　　　　　　　　　　　　主
　　　　　　　　　　　　　：
　　　　　　　　　　　　　十　　　　　　D・・pd・1・　　言
　　　　　　x　　　　　　　　㌻　　　　　　　　　　　　　　　㌻　　　　RobeRver　X　　　　■㌦
　　　　　　　　　M．Enid　　　　㍉。
　　｝鉄　遣
　　“十十十十勧、遣予定線　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　×　鉱　山　　　　　　　　　　　　　　Mt．Tom　Price　　　　　　　　　　　　　　　　X
　　　　　　　　　　　　　　　　　Paraburdoo
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Mt，Ne1㎜1㎜
　Port　Hedlandはかつては5，000トソ級の船も接岸できないような所であっ
たが，PrOjectが始まった今日では，7マイルの水路を掘って15万トソ級の貨
物船の入港できる世界の数少ない港の一つにまで拡張整備された。ここの機能
は大きく二つに分けられる。すなわち，その一つは鉄鉱石を貨車よりおろし，
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それをさらに36椛以下の大きさに細く砕き，ストックすることである。ここで
は10万トンのストックが可能である。もう一つの機能はこれらのストックを船
に積込むことである。積込能力は夫きく8，000トン／時である。
　Mt　NewmanおよびPort　Hedlandは殆ど無人の地であったので，そこに
働く人々のためにそれぞれNewman町とCookePoint町という新しい町を
建設せねばならなかった。Newman町は鉱山のあるMt　Whalebackから4
マイル東に離れた場所に，1968年より建設されたものであ私昨年筆者はこ
こを訪れ，通信塔のある小高い丘より見た整然と区劃されたこの小さな町とそ
の彼方に広がる無人の原野の情景ば非常に印象的であった。現在この町には飛
行場，ショッピング・センター，郵便局，銀行，学校，運動場，病院，教会，
パブ，屋外映画場などの最小限度のコミュニテイ・サービスを有し，人口約
2，500人の町となっている。
　ここで働く人々の多くは移民などであって，高賃金，所得税の減免などの優
遇処置によって短期間に多くの金を貯め，大都会へ流出していくのである。住
宅は全てエアー・コソディショニソグがなされているが，南回帰線近くのこの
乾操した地域は都市的な娯楽施設ば何もなく，一年中晴天でかつ高温の中で汗
と挨にまみれ，しかも重量物を取り扱うここでの仕事は，金を得るという目的
にしてもあまりに厳しいものであ乱将来のこの町の人口は5，000人になると
いわれており，Cooke　Pointの人口も現在1，250人をこえている。
　このようにMt．Newman計画は，今まで何らの経済的価値も有しなかっ
たフロソティアの鉄鉱石資源が，世界需要の増大のために価値を持ち始め，そ
の辺境さの故に鉱山の建設だげでばなく，鉱山町，輸送手段としての鉄道，港
湾の建設をも含む大規模な開発計画となっているのであ乱1971年3月31日
現在の契約高は，3億500万トンであり，その内2億2，800万トソが日本向，
700万トンが欧州向，7，000万トソがオーストラリア国内向である。
　このようにMt．Newmanは主として日本向に鉄鉱石を採掘しているので
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あって，最近の日本の鉄鋼業の不振による鉄鉱石輸入の手控えは，オーストラ
リアの鉄鉱石生産に重大な影響を与えることになる。例えば同様のProjectが
ハマスレー鉱山会杜によってMt－TOm　Priceで行なわれており，年産3，000
万トソの生産高の中で75劣が日本に輸出されている。しかしながら同杜が1970
年9月より1．6億A＄をかけて開発しているパラバドウParaburdooでの計画
は，1972年5月より年問1，500万トソを生産する予定であったが，それが目本
鉄鋼業の不振のためにまだ操業が開始されていない。ωそれは1975年の日本の
粗鋼生産高15億トソ，それに要するオーストラリアの鉄鉱石輸出高8，OOO万
トソと予想していたものが犬幅に狂ったためであ乱これと対照的に・20億ト
ソ以上の褐鉄鉱1imoniteの埋蔵があると言われているローブリバーRobe
Riverの開発計画は，三井物産が30％，米国クリフス杜30劣，オーストラリ
アのミネラル・セキュリティーズ40劣のJoint▽entureによって行なわれて
いる。そして鉱山・鉄道・ケープ・ラソバート港の建設のために2．8億A＄を
投じ，1972年8月に完成の予定で，初年度390万トソ（鉱石280万トソ・ペレ
ット110万トソ）全量が日本向に保証されている。この二つの計画の明暗の分
れ目は，前者には日本の資本が参加していないことによ私つまり日本は従来
の員鉱から一歩前進して開発輸入に参加し始めたことにより，従来の資源輸入
に一つの転換期がきたとも言えよう。先述した如くオニストラリアには，鉄鉱
石・原料炭・ボーキサイト・銅・ニッケル・工業塩などの資源が豊富であり・
また最近では石油・天然ガス，ウラソの探鉱も進んでおり，資源貿易の形態も
多様化してくるであろう。そのような場合安定した原料の輸入を確保していく
ために，日本としては常に長期的に見て両国の利益となるようた方向に努力し
ていかねぱならないであろう。
注（1）　r転機の目豪資源貿易」目本経済新聞　昭和47年5月16目・17目号。
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3．オーストラリアの鉄鋼業
　オーストラリアの鉄鋼業と言えば，それはB．H．P．のことを示すと言って
も過言ではない。それはB．H．P．グループがこの国唯一の鉄鋼メーカーであ
り，かつ世界第6位の鉄鋼メーカーであるからである。
　前節ですでに述べたようにオーストラリアは鉄鉱石資源に非常に恵まれてお
り，また燃料・還元済としての原料炭にも恵まれているので，原料面から見る
隈りでは，オーストラリアは鉄鋼業発展の基盤が十分整っているように考えら
れる。しかしながら現実には粗鋼生産高は708．4万トソと決して多くはない。
これは人口の少なさからくる経済規模の小ささと，関違産業の未発達，歴史的
に見て植民地経済として発展させられてきたこと，労働力不足と高賃金などが
大きく影響しているものと考えられる。
　現在B．H．P．グループは第3図のように，ニューキャッスルNewcastle
（高炉4），ポート・ケソブラPort　Kemb1a（高炉4），ワイアラWhyal1a（高
炉2），クイナナKwinana（高炉1）の4ヵ所に製鉄所を有するのみならず，
鉄鋼原料である鉄鉱石，石炭，石灰石，マンガソ鉱の採掘，原材料および製品
の自杜船による海上輸送，造船，薄板やワイヤーなどの鉄鋼二次加工品の生産，
特殊鋼の生産まで幅広い営業分野を有しており，資本金2億8，353万A＄とい
うこの国最大の民問企業である。B．H．P．のこのような発展および工場の分
布ぱどのような理由によるのであろうか。そこでまず最初にオーストラリア鉄
鋼業の歴史的考察をこころみたい。
　この国に鉄鉱石があるということは，植民地時代の古くより知られており，
1880年代以前に全てのコロニーにおいて地方原料を用いた製鉄業・鉄加工業の
崩芽を見たが，それらはその工場の能率の悪さや市場の未成熟，木炭の不足な
どが原因となっていずれも失敗した。これ以前の1850～70年代の鉄道・橋梁な
どは全て鍛鉄Wrought　imによってつくられていたが，80年代にBessemer
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第3図B．H，P．の主要事業所の分布
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　1　Newcastle
　2　Port　Kembla（A．I．＆S一）
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　4　Kwinana（A．I。＆S。）
　5　Westemport（予定）
※鉱山
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　7　Yampi　Sound
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　12　Blackwater（石炭）
　13Rapid　Bay（石灰石）
　14　Co丘in　Bay（石灰砂）
口油田
　15　Bass　Strait
●合金材工場
　16　Bell　Bay
とTomasによる製鋼法の発明以来急速に鋼の時代に突入したのであった。コ
ロニー一においても鉄線の需要が急増した。これは木材の不足というこの国の欠
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点を補なって，牧場の柵に用いられるものであった。また都市においても住宅
向のトタン板などの需要が増加し，鉄鋼業成立の基盤が成立した。
　1900年にW．StandfordがリスゴーLithgow（N．S．W．州）で最初の平
炉鋼の生産に成功した。この会杜は1908年にシドニーのパイプ・メーカーG．
and　C．Hoskinsによって買収され，同杜の資材供給源となり，またオースト
ラリア鉄鋼業の始まりともなったのである。
Hoskinsはこのリスゴー製鉄所L1thgow　Iron　and　Steel　Worksを連邦
および州政府の援助のもとに発展させ，1917年までに2つの高炉，4つの平炉，
構造材圧廷機，鉄板製造機，メッキ設備を有する工場にまで拡張させた。そし
て第一次大戦頃には年産14万トソの製鉄能力を有するにいたり，製品の大部分
ぱN．S．W、州特にシドニーで販売されれ
　リスゴー製鉄所は，コークス炉からの副ガスの利用も行なわれておらず，ま
た鉄鉱石の産地と市場から遠く離れて位置していたため，製晶は高い鉄道運賃
を支払わざるをえず，その立地条件は必ずしも良くぱなかった。そのような悪
条件にもかかわらずそれが存続しえたのは，偏に政府の援助と，高い保護関税
に依っていたのであった。しかしながら電力の使用や海外におげる新技術の開
発は新しく設計された大製鉄所を海外で生みだし，1880年代に従業員3～4，000
人，年産10万トソと言えば大きな製鉄所であったものが，従業員1万人，年
産100万トンの製鉄所の時代に突入し，リスゴー製鉄所は時代遅れのものとな
った。そしてここに新たにB．H．P．が登場してくるのである。
　B．H．P．（B・oken　Hi1l　PrOPrieta・y　C0．Ltd。）は1885年に創立され，当初は
ブロークン・ヒルBroken　Hill（N．S．W．州）で鉛，亜鉛，銀の採掘・生産
に従事していた。しかしながらそれら資源の枯渇とともに，1911年に鉄鋼業に
進出することに決定した。ωその背景としてはB．H．P．は，オーストラリア
随一の採掘・溶解の技術と経験を持っていたからである。B．H．P．の発展の
歴史を見ると，この1911年の決定以来杜運を賄けた幾度かの重犬な決定がなさ
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れたが，そのいずれの決定においても正しい判断と時を得ていたと言える。こ
のB・H・P・の順調な発展に対して・リスゴー製鉄所から発展しB．H．P．に対
抗するもう一つの大きな製鉄メーカーであるA．I．＆．S．（Australian　Im　and
SteeI　Limited）の歴史は，まさに時を得ない悲劇の歴史であったと言えよう。
これについては後にふれたい。
　B．H．P．はBroken　Hillから業務を拡大し，ポート・ピリーPo廿Pirie
に鉛・亜鉛・銀の精錬所を建設し，石灰石をWardang　IslandとPort　Turton
から採掘し，コークスはN．S．W．州のBe1lambiで生産した。他方B．H．P．
ぽかねてから，亜鉛などの精錬の際の溶剤として鉄鉱石を必要としたので，良
質のヘマタイトが埋蔵されている南オーストラリア州のミドルバック・レンジ
のIron　KnobとIron　Monarchの長期のリースを有していた。ここには当
時世界有数のヘマタイトの埋蔵が確認されていたのであった。
　そして米人技師D．Bakerの報告により，N．S．W．州北部の炭田に近くま
た労働力の比較的容易に得られ，臨海の場所であったニューキャヅスルNew－
cast1eに製鉄所が建設され，1915年より生産が開始された。当初は年間約15
万トソの需要のあった鉄道用レールの生産が目標とされた。第一次大戦時の好
況により，鉄鋼需要も増大し，リスゴー，ニューキャヅスル両製鉄所とも一杯
の注文を受げ，ニューキャッスル製鉄所は1927年頃には3つの高炉をもつ年
産40万トンの製鉄所へ発展し，1939年には年産100万トソと英連邦最大の製鉄
所へと発展した。
　1915年～35年の20年間は，オーストラリア鉄鋼業には独占は存在しなかっ
たといえる。リスゴー製鉄所とB．H．P．のニューキャヅスル製鉄所の二つは，
国内需要の大部分を供給する能力を持ち，国内の消費者に従来からの輸入鋼の
代りに如何にして国産の鋼材を使わせるかが大きな問題であり，両製鉄所は熾
烈な競争を続げた。X　S．W．州での激しい競争の外では，B．H．P．は州際特
にメルボルソとの取引に熱心でありかつ優勢であった。そして1922年にB．H．
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P．はオーストラリア全州都での統一価格制を採用した。これはフリーマソト
ルからブリスベソまでをNewcastleに結びつげることになった。これは輸送
費が，ニューキャッスルの臨海型の立地により，主として海上を自杜船で輸送
していたのであまり大きな問題とは放らなかったからである。
　これに対してホスキソズ側は，1928年にすでに旧式となったLithgowから
Port　Kemblaへ製鉄所を移すことに決定した。これはニューキャッスルと同
様に臨海型立地の近代的二〔場であって，これがB．H．P．に対抗しうる唯一の
方策と考えられたからであ飢しかしながらB．H．P．のニューキャッスルエ
場の建設の時とは，大きく事情が異なっていた。すたわちイソフレの進行とこ
の間の技術進歩による設備の巨犬化のために大規模な設備投資を必要としたた
め，ホスキソズは杜会を組合COnsortiumにすることにし，オーストラリア
側からシドニーのHowardSmithLtd．，それに二つの英国の企業Dorman
Long＆Co．Ltd．とBaldwins　Ltd．が30％の資本を提供し，A．I．＆．S。
（Australian　I・㎝and　Steel）が誕生した。
　A．I．＆．S、は最初からB．H．P．の遭遇しなかったような諸問題にぶつか
った。それは安い石灰石への近接性がなく，またリースのあった西オーストラ
リァ州のYampi　Soundの鉄鉱石は未開発であり，原料および製品のハンド
リソグ・コストはニューキャッスルよりも高いという不利があった。リスゴー
製鉄所ぱ1931年まで操業を続げていたが・ポート・ケソブラ製鉄所の建設は
時期を得なかったと言えよう。それは1930年代の深刻な不況がA．I．＆、S。の
経営を極度に悪化させたためである。すなわち，第一次夫戦頃100万トソ位あ
った需要も，1931～32年には27．5万トソにも滅少し，その中の20万トンは
B．H．P．によって生産されていた。A．I．＆．S．の生産は約5万トソで，30
年～31年の最悪時には1・8万トンに過ぎなかった。そしてついに1935年10月
にA．I．＆．S、はB．H．P．によって買収され，独立した企業としては消滅
し，B．H．P．がこれ以降唯一の生産者となった。そして1931年の連邦政府
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による25劣の平価切下げは，国内鋼の価格が相対的に割安となる効果をもた
らし，これ以降鋼材の輸入は完全にストップし，国内におけるB．H．P．グル
ープの地位はますます強化された。そしてこれ以降B．H．P．の独占に挑戦す
る鉄鋼メーカーは出現しなかったし，外国企業との提携というケースを除いて
は，今後も出現する可能性はおそらくないであろう。
　ニューキャΨスル，ポート・ケンブラ両製鉄所を比較すると，共に臨海型の
立地（tide　water1㏄ation）であるが，後者の方が40マイルほど大消費地であ
るシドニーこ近く・また良質の原料炭に恵まれ，しかも工場用地を広く確保し
てあったので，B．H．P．はポート・ケンブラ製鉄所に重点的に資本を投下し
た。そして1940年頃までに年産50万ト：■というほぼ理想的なプラントとなり，
この頃ニューキャッスルとポート・ケンブラの比重が逆転し，後者がB．H．P．
グループ最大の製鉄所となり・と同時に英達邦最大の製鉄所でもあった。現在
ニューキャッろル製鉄所は，従業員数11，500人粗鋼年産190万トンの工場で
あり，主として子会杜向げの鋼材の生産にあたっている。ポート・ケソブラ製
鉄所は，従業員数19，000人年産380万トンの能力を有し，主として薄板や重
量物ミルが特色である。この製鉄所は1972年末までは年産580万トソにまで
拡張される計画があり・それが完成の暁には世界有数の製鉄所の一つに数えら
れるようになるであろう。
　他方かねて自州内の鉄鉱石資源がニューサウスウエルズ州に運ばれて製錬さ
れることを心よく思っていなかった南オーストラリア州政府は，ミドルバッ
ク・レソジのIron　Monarchのリースの更改期をとらえて，B．H．P．に自州
内に高炉を建設しない限りリースを結ばないと主張した。そこでB．H．P．側
はこれを慎重に検討した結果，1937年にこれを受入れた。これは両老にとって
画期的事件であった。それは南オーストラリア州にとっては，自州内で生産さ
れる鉄鋼に基礎をおいた経済の発展が見込まれ，他方B．H．P．にとってはニ
ューサウスウエルズ州の炭田から離れ，1OCa1の鉄鉱石産地に近いスペソサー
204
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45
湾Spencer　Gu1fの半砂漢の海岸に立地する最初のケースとなった。これは
また国や州の政策が企業の立地に影響を与える好例でもあ私
　南オーストラリア州は市場としては必ずしも明るくはなかった。しかしなが
らB．H．P．はかねてから自杜船によって原料・製品の輸送を行なっていたの
で，この間に技術進歩によるコークス比の犬幅な低下もあって，南オーストラ
リア州からニューキャッスルヘの鉄鉱石輸送の戻り荷としてニューサウスウニ
ルズ州のコークスを運び，Rapid　Bayの石灰石を用いての製造コストは必ず
しも悪くはなかった。南オーストラリア州政府がマレーMurray川より223
マイルのパイプライソを引いて水を提供することを約束したこともあって，
B．H．P．は以前からMiddleback　Rangeの鉄鉱石の積出した地であったワ
ィァラWhyallaに，1941年に高炉を建設することに踏みきっれ時あたかも
オーストラリアとイギリスは，ナチス・ドイツとの戦争に参加しようとしており，
ワイアラ製鉄所の建設は，国防上からも多くの鉄鋼需要が見込まれ，また東海
岸の重要工業地帯からの産業の分散decentra1izationにも役立つものと考え
られたのであった。ミドルバック・レソジの鉱山とワイアラの間はすでに杜線
が引かれてあったので，製鉄所の建設には人造港の築工を必要とした。
　B．H．P．は原料・製品の輸送のためにかなりの自杜船を有していた。そこ
でかねてからニューキャッスルに造船所を建設する計画をもっていたが，ワイ
アラ製鉄所の建設とともに，英豪両国は戦略上の理由からワイアラに造船所を
建設することが有利であると考えた。そして1940年に最初の2隻の船が進水
して以来，ここがオーストラリア唯一の造船所として発展してきれつまりこ
の造船所の立地は，純粋に経済的理由からではなく，戦略的考慮が大きく影響
したのであった。ワイアラ製鉄所は1958年より1億A＄をかげて一貫工場へ
と発展し，現在の規模は粗鋼生産100万トンであり，他にベレットエ場があり，
ペレヅトは主として日本に輸出されている。
　以上がB．H．P．グループの三大製鉄所の成立史であるが，B．H．P．グル
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一プはこの他にA．I．＆．S。が西オーストラリアのクイナナKwinanaに溶
鉱炉をもってい私これはワイアラの場合と同様に，西オーストラリア州政府
が自州内の鉄鉱石のリースの交換条件として，製鉄所の建設を要求した結果で
ある。この製鉄所は360マイル離れたKoolyanobbingの鉄鉱石を鉄道によっ
て運んで利用し，1968年までに製銑能力60万トソの高炉とsinter　plantの完
成を見て，一応の形態をととのえた。しかしながら，クイナナは製銑段階まで
であって，それ以降の製鋼・圧延過程は現在の処はなく，1978年までに粗鋼生
産能力50万トンの一貫製鉄所に発展させる計画となっている。したがってこ
こで生産される銑鉄は，国内の鋳物工場向けと日本その他の国々へ向けて輸出
されている。このようにクイナナ製鉄所はまだ未完成の工場である。
　第5の製鉄所として，B．H．P．は1969年にイギリスのGuest，Keen＆
Nett1efolds　Limitedと共に，GKNのオーストラリアの子会杜であるJohn
Lysaght（Aust・alia）Limitedの株を取得することによって，ヴィクトリァ州
のWestemp0並に一貫製鉄所を建設する計画に参加すると発表した。これは
外国系資本のオーストラリア鉄鋼業に参加する新しい姿として注目され私
　この他に西オーストラリア州政府は，州の北部の鉄鉱石産地近くの海岸に製
鉄所を誘置して人口を集め，北部地域開発の核にしようという構想があるが，
製鉄所の建設には巨額の資本を必要とし，また辺境地帯に労働老を集める困難
性や国内市場から遠距離にあるなどの障害があって，現在までの処まだ具体化
される見通しはない。
　このようにB・H・P・はオーストラリア各地に製鉄所を有し，同国唯一の鉄
鋼メーカーであるぼかりでなく，英連邦諸国内最大の鉄鋼メーカーである。そ
れはまた世界の巨大企業の第89位1にラソクされる同国最大の民間企業でもある。
それは傘下に多くの子会杜と提携会杜をおさめているからである。
〔B．H．P．の子会杜（subsidia町）〕
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　B．H．P．の子会杜の主なものば次のような企業である。
　o　Australian　Iron　and　Steel　Pty．Ltd．（A．I．＆。S一）
　1935年にB．H．P．は吸収された最大の子会杜であり，Port　Ke㎜b1aと
Kwinanaに製鉄所を有し，B．H．P．と同様の分野で活動しているが，造船
業は行なっていない。
　。Commonwea1th　Stee1Co．Ltd．
　1917年に鉄道用部品を生産するために設立された鋳・鍛造メーカーで，1935
年にB．H．P．に吸収された製鋼・圧延メーカーである。Newcastle，Wollo・
ngOngで主としてステソレス鋼・特殊鋼，鉄道部品の分野で活動してい㍍
　oAustra1ian　Wire　Industries　Pty．Ltd．
　これはRy1ands　Bros．（Aust・・li・）Pty．Ltd．などワイヤー製造7杜の持株
会杜であり，このグループの生産高は49万5，OOOトンである。
　。Tasmanian　E1ectro　Meta11urgica1Co．Pt皿Ltd．
　タスマニァ島のベル・ベイBellBayにあり鉄合金金属としてのferro
manganeseを生産している会杜で，生産高はferrO　manganese年産51万
トン，silicomanganese1．6万トソである。
　o　Groote　Ey1andt　Mining　Co．Pty．Ltd．
　北都特別州のGroote　Eylandt島にあり，1965年よりマソガソ鉱の採掘の
リースが与えられ，年産80万トンの生産があり，マンガン鉱をBel1Bayや
外国に輸出している。
　この他Damp1er　Mmmg　Co　Pty　Ltd，Mt　Newman　Mlnmg　Company
Pty．Ltd．などのMt．Newman関係の会杜など約30の子会杜がある。また
子会杜ではないが石油天然ガスの探査会杜に出資する会杜であるHematite
Petroluem　Pt皿Ltd．がある。これについては後にふれたい。
　〔B．H．P．の提携会杜（ass㏄iate）〕
　。Tubemakers　of　Australia　Ltd．
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　これは持株会杜であってStewarts＆Lloyds㎝d　British　Tube　Mi1lsな
どのTube，Pipeメーカーを支配している。このグループの従業員総数は
8，200人である。
　o　Rheem　Austra1ia　Industries　Pty．Ltd．
　これはRheem　Australia　Pt皿Ltd．など罐やドラム製造メーカーの持株会
杜であり，このグループの従業員総数は2，200人である。
　この他約15杜の提携会杜がある。
　これらの多くの子会杜および提携会杜の中には，原料の供給に従事している
会杜もあるので，次にB，H．P．の原料供給地について若干ふれてみたい。
（第3図参照）
　〔B．H．P．の原料供給地〕
　鉄鉱石一IrOn　MoI1arch（1900年以来の鉱山でワイアラより約33マイル，
年産420万トン），Cockatoo　Island（1950年より），Iron　Prince（ワイアラよ
り29マイル，1958年より開発され年産340万トソ），Koo1㎝Is1and（1964年
より），Koo1yanobbing（1967年より），Mt．Newman，Deepda1e．など。
石炭一Newcast1e附近の4つの炭田とWollo㎎ong附近の9つの炭田
から日産3万トソ・べ一スで採掘されている。Newcast1e，PortKemblaでは
製鉄所内でコークスが製造されるが，Kwinanaのある西オーストラリァ州は
石炭が産出しないのでNewcast1e，Port　Kemblaからコークスを輸送してい
る。WhyallaではN．S．W州，Q．L．D一州の石炭を輸入してコークスを製
造している。
　石灰石一Rap1d　Bay，Mamlanで採掘される。Co箭n　Bayからは11me－
sandが採集されている。
　石油一これは製鉄原料とは直接関係はないが，原料資源という点でここ
で論じたい。B・H・P・は多くの子会杜および提携会杜をおさめ，いわゆる垂
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直的統合をしているが，これまでその営業分野を鉄鋼関係に隈定してきたこと
が大きな特徴であった。しかしながらB．H．P．は1960年にタスマニア島と
ヴィクトリア州との間の水域，そして1961年に南オーストラリア州沖の石油
探査権をえた。そして調査の結果，石油が埋蔵されている可能性の大きいこと
が確認された。しかしながらB．H．P。だけで石油開発を行なうことは財政的
危険も大きく，また技術的ノゥ・ハウKnow　Howも不足していたので，
Standard011Comp㎝y（New　Jersey）と提携することにし，その子会杜であ
るEsso　Exploration　and　Production（Aust・alia）Inc．が探査にあたった。
そして1964年バス海峡Bass　Straitで最初に石油が発見され，現在の確認埋
蔵量は原油ユ5．1億バーレル，天然ガス8．6兆立方フィートという雇大なもの
である。1970年末までにB．H．P．とEssoは3．2億A＄をバス海峡の油田開
発に投じてきた。B．H．P一の石油・天然ガス関係の子会杜は1967年にHe－
matite　Petro1eum　Pty．Ltd．と改称された。バス海峡で産出する石油・天然
ガスはパイプライソによって，　ヴィクトリァ州のLongfordにおくられるo
原滴の生産は日産30万バーレルの産出があるが，将来産出量が増加すること
が見込まれ，オーストラリアは石滴の輸入国から自給自足国ないしは輸出国へ
転換することが期待される。1969牢に目本との閻に1970年より15年間に1億
A＄相当のプロパンガスとブタソガスを供給する契約が結ぱれ，天然ガスの輸
出国へ第一歩を踏み出した。
　以上述べてきたように，B．H．P．は鉄鉱石・石炭・石灰石などの鉄鋼原料
の採掘・運搬，自杜船による原料および製品の輸送，一2］製銑・製鋼・圧延の一
貫プロセス，製品の二次加工の分野までの業務を行なう一大COmplexであ
る。一副このようにB－H．P．は巳本の鉄鋼メーカーとは比較にならないほどの
幅広い分野で活動しているが，その活動をこれまで鉄鋼関係に限定してきたこ
とが特色であるが，最近では石油開発の分野にも進出し始めた。
　B．H．P．の歴史一それはそのままオーストラリア鉄鋼業の歴史でもある
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が一を分析してくると，そこには常に設備の遇剰が見られる。すなわち当初
は輸入鋼のために販売量が少なく，1930～40年代にはPortKembla，Whyalla
両製鉄所の建設により需要の伸び以上に生産能力が拡大した。戦後も経済成長
以上に発展し，輸出するためにはさらに合理化と設備の増強を迫られているの
である。しかしながら技術の進歩は著しく，製鉄所の最適規模はますます拡大
する傾向にあ飢すなわち，製銑・製鋼・圧延という一連の生産過程において・
　　　　　　　○高炉blaSt　fumaCe・製鋼炉・第一次圧延設備の最も効率的な組合せがあるの
で，製鉄所の規模はこれによって決定される。現在PortKembla，Newcastle
両製鉄所の規模は，オーストラリア市場の水準では最適であると考えられてい
るが，世界の水準からはそうとも言えたい。十分な市場があることが操業率に
影響するので，製鋼のみならず鉄鋼製品の二次加工の分野でも，B．H・P・グ
ループは市場の狭隆性に悩まされている。また労働力の不足・労働時問・高賃
金等々の諸問題があり，オーストラリア鉄鋼業の将来は決して容易ではない。
　現在，世界の発展途上国においても，国の威信と産業発展のために，自国に
製鉄所を持ちたいという強い願望と動きがあるが，上述したように近代的な大
製鉄所の建設には巨額の資本を必要とし，また自国内に十分な市場があること
が前提条件であって，その建設は非常に困難である。しかしながらそれに代る
ものとしてミニ・ミルmini－mi11の動きがある。これは屑鉄をべ一スとし，
電気炉を用い連続鋳造設傭をそなえたもので，年産10万トン位の小規模なも
のでも十分採算のとれるものである。またこれら諸国におけるスクラップの不
足は，1コーカルの鉄鉱石の㎜etalIized　agg10meratiOnの使用によって解消さ
れる見込みがあるので，開発途上国でも希望がもてるのである。
　製鉄所の立地は，歴史的に見れば初期には石炭産地に牽引される傾向にあっ
たが，コークス比の滅少とともに鉄鉱石産地に立地することも可能となった。
しかしながら世界のフロソティアにおける鉄鉱石の大鉱床の発見と大量輸送の
技術の進歩の結果，自国の資源から解放され，市場の立地牽引力が相対的に強
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まってきた。その結果，市場とdeep　water　pOrtが最も大きなファクターと
なり，今日では市場に近い臨海型製鉄所が世界の主流となってい乱オースト
ラリアの製鉄所をこの見地より分析すると，全て臨海型の立地ではあるが，港
は決して深くないという欠点をもっており，市場からも決して近くない立地も
見られる。ワイアラ，クイナナはその例であって，この立地は純粋に経済的考
慮によってなされたのではなく，政治的要素が強く介在しているのである。こ
のようにオーストラリアの鉄鋼業の研究は，工業立地研究にユニークな事例を
提供するものである。
注（1）Broken　Hi11の亜鉛鉱山は1939年まで縫持され，鉄鋼市況の不況の際にB－H．R
　　の安定Lた収入源の役割をはたLた。
　（2）B．H－P。はオーストラリア最犬の民聞海運会杜でもある。現在16隻，総トン数
　　34．7万トンの船団を有し，1969／70年に500万トンの貨物の輸送にあたったo
　（3）B．H．P．はオーストラリア鉄鋼業の唯一の独占企業であるが，その営業政策は価
　　格面や公害対策の面でかなり良心的に行なってきたと評価されているo
お　わ　り　に
　本稿は約1年に及ぶオーストラリア国立夫学での研究の成果である。本稿を
作成するにあたり多くの人々の御協力と貴重な助言を得たが，特に工場を視察
しかつ討論し多くの有益なイソホメーションを得る機会を与えてくれたB．H．
P．のNewcast1e製鉄所及びWhyalla製鉄所，Commonwealth　Stee1Co．
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